
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

解析オプション 初回ケース 解析オプション  
２次元静的解析（ＳＡＮＣ） ２５万円～ ２次元圧密解析（ＤＡＣＳＡＲ） ２５万円～ 
２次元浸流解析（ＳＥＥＰＡＧＥ） ２５万円～ ２次元動的解析（ＳＡＭＢＡ） ３５万円～ 
２次元液状化解析 ４０万円～ ３次元静的解析（ＳＡＮＣ３Ｄ） ３５万円～ 
３次元圧密解析（ＤＡＣＳＡＲ３Ｄ） ３５万円～   

モデル形状 成果物 解析ケース 工  期 
初回 １～５日 
追加ケース ０．５日 

計算結果リスト 
変形図、断面力図等 

最終ケース １～２日 
２次元成層地盤 

報告書作成 ――― １～３日 

４４．．工工  期期  

地地地盤盤盤解解解析析析のののコココンンンサササルルルテテティィィンンングググ支支支援援援サササーーービビビススス  
１１．．ササーービビスス内内容容  

●地盤ＦＥＭ解析統合システムＡＦＩＭＥＸの豊富な解析オプションより解析目的に最

適な計算を行います。 

２２．．処処理理のの流流れれ  

● 追加ケース（注目点の結果報告のみ）は、初回ケースの１０％となります。 
１０ケース以上の追加ケースの場合は、初回ケースの５％となります。 
● 最終ケースは、初回ケースの４０％となります。 

３３．．価価  格格  

※ 千節点程度の２次元モデル、一万節点程度の３次元モデルで、変形量の注目点を２０点程度取った場合の例です。 

※ 動的解析および液状化解析の料金は、初期応力解析の費用を含めての料金です。 

※ 成果物（標準）として、計算結果リスト（テキスト）、変形図（ワード）、断面力図（ワード）をＣＤにて納品します。 

※ AFIMEXユーザには、ＡＦＩＭＥＸデータの提供を行います。（別途料金５万円） 

お客様 

当 社 
初期条件 

・ 構造物形状、地盤データ  

初回ケース 
・モデル化 

依 頼 

チェック作業 

・データの修正 
・解析処理 
・注目点位置の結果報告 

修正検討作業 

コンサルティング支援 

追加ケース 

最終ケース

納 品 

修正条件 

・地盤改良領域の変更および

改良率の変更 

最終納品物 

・成果物（標準）/ 報告書資料

 繰返し

納 品 

・解析処理 
・注目点位置の結果

・成果物（標準） ・報告書資料作成 

・成果物（標準） 

・成果物（標準）/ 報告書資料 

（CADデータ、材料定数）

・報告書資料作成 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５．解析結果納品例 

富士通エフ・アイ・ピー株式会社 

135-8686 東京都江東区青海 2-45 タイム 24ビル 
TEL 03-5531-0225   FAX 03-5531-1615 

土木関連ソフトの詳細情報は、 
http：//www.fip.fujitsu.com/fcena/ 
をご覧下さい。 

科学技術システム部 建設グループ 

 

解析対象（構造物）

解析ステップ 

解析結果 

解析モデル 

 解析対象に示すシールドトンネルを掘削した場合の納品例

です。各図はそれぞれ「解析モデル」としてモデル図および、

「解析ステップ」として解析の手順の説明、「解析結果」とし

て変形図の一覧です。ワード文章として納品いたしますので、

お客様にて文章の変更が可能です。 

２．トンネル施工時の解析 
 
※解析モデル 
 
図－２．１に解析モデルおよび境界条件図を示す。 
境界条件は、モデル左右端を水平方向固定・鉛直方向自由、モデル下端を鉛直方向固定・

水平方向自由とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地層４ 

地層３ 

地層２ 

地層１ 

２．２構造物性値 
 
図－２．２にシールドトンネルの模式図を示し、表－２．2に構造物性値一覧を示す。 
本解析では、シールドセグメントはσck＝70N/mm2を用い既設の杭基礎、橋台、橋脚
はσck＝30N/mm2を用いて物性値を算定している。 
なお、シールドセグメント、既設の杭基礎、橋台、橋脚は梁要素でモデル化する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．３ 解析ステップ 
 

解析ステップは、初期状態における応力状態を自重計算によって再現した後に、モデル

左側の先進で行っている。 
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水平地盤の初期応力解析 
粘土層の上下に水圧を作用させる。 

模式図 施工内容 

Ｓ

Ｔ

Ｅ

Ｐ

２

既設構造物の追加 
先行トンネルの掘削 
泥水圧の解放率  ３５％ 
掘削相当外力の解放率 ３５％ 
静水圧の解放率    ３５％ 
 ＊静水圧の解放率：砂層にあるトンネルに作用する静水圧 

模式図 施工内容 
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３

先行トンネルセグメント追加（覆工） 
泥水圧の除去 
泥水圧の解放率   ―３５％ 
掘削相当外力の解放率 ６５％ 
静水圧の解放率    ６５％ 

模式図 施工内容 

Ｓ

Ｔ

Ｅ

Ｐ

４

後行トンネルの掘削 
泥水圧の解放率    ３５％ 
掘削相当外力の解放率 ３５％ 
静水圧の解放率    ３５％ 

模式図 施工内容 

 

最終状態断面力 
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後行トンネルのセグメント追加（覆工） 
曲げモーメント    29.8ｋＮ＊ｍ 
軸力         358.0ｋＮ 
 

σ2 = ±
N
A

M
Z ＝358/0.6 +29.8×0.3/0.02 =1039  kN/m2 

            =358/0.6 -29.8×0.3/0.02 = 154  kN/m2 
＜5,000 kN/m2 

 

曲げモーメント 施工内容 

Ｓ

Ｔ

Ｅ

Ｐ

４

後行トンネルのセグメント追加（覆工） 
曲げモーメント    31.8ｋＮ＊ｍ 
軸力         361.6ｋＮ 
 

σ2 = ±
N
A

M
Z ＝361.6/0.6 +31.8×0.3/0.02 =1079  kN/m2 

            =361.6/0.6 -31.8×0.3/0.02 = 125  kN/m2 
＜5,000 kN/m2 

模式図 施工内容 
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後行トンネルのセグメント追加（覆工） 
曲げモーメント    27.8ｋＮ＊ｍ 
軸力         356.1ｋＮ 

σ2 = ±
N
A

M
Z
＝361.6/0.6 +31.8×0.3/0.02 =1010  kN/m2 

            =361.6/0.6 -31.8×0.3/0.02 = 176  kN/m2 
＜5,000 kN/m2 

 

模式図 施工内容 


